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新型コロナウイルス感染症について

（１） 感染状況の推移
2022年（令和4年）2月12日現在

陽性者
（延人数）

現在患者数 退院等 死亡入院
（内重症）

宿泊
療養

施設
療養

その他

７，１７４ １，０１９ ４４
（０）

５１ ２１ ９０３ ６，１１８ ３７

※主な指標

〇10万人当たり陽性者数（直近1週間）
155.22人 （2/6～2/12）

〇病床ひっ迫具合
40.7％（44/108）

〇宿泊療養
19.3％（51/264）

自宅療養：815

調整中 ：88

［レベル１］
維持すべきレベル

新規患者が継続的に発生

［レベル３～４］

病床使用率などの状況と
予測で判断

［レベル０］
感染者ゼロ

２週間程度
新規患者数０人

［レベル２］
警戒を強化すべきレベル

警戒基準値
１０～１５人

（1週間10万人当たり）
※感染スピード等を考慮して判断

陽性件数

10万人当たり陽性者数
（直近１週間）

※レベル３～４の基準

レベル３：次のいずれかに該当「病床使用率５０％超」「重症病床使用率５０％超」「確保病床使用率 ３週間後予測１００％超」）
レベル４：次のいずれかに該当「病床使用率８５％超」「重症病床使用率８５％超」「確保病床使用率 １週間後予測１００％超」）

まん延防止等重点措置

1月9日～2月20日

(件，人)
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（２） 感染者は高止まりしつつある

日 月 火 水 木 金 土

12/31 １日

2
(+2)

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日

119

(+117)
９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日

480

(+361)
１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日

786

(+306)
２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日

1047

(+261)
３０日 ３１日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

963

(-84)
６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日

728

(-235)

上段：1週関計
下段：前週比較

2 0

100 86

324 2 6 12 37 26

21 32 56 81 104

175 143

13355 92 119 119 146 122

124 110 152 163 180

96 114

159 187 175 114 118　２月

　１月

9285 111 146 105 115 74
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21%

19
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564
14%
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12/31～1/12
(N=311)

12/31～2/12
(N=4125)

年代分布

10代以下 20～30代 40～50代 60代以上
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（３） 感染が広がる年代層の変化

前回の記者会見時

現在

園児・小学生や高齢者の割合が増加
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（４） 保育所・学校・高齢者施設等の状況

〇 学年閉鎖・学級閉鎖等（休校を含む）

小学校 ５０ 中学校 １９

〇 休園

保育所等 ４３ （公立：１５，私立：２８）

保護者への影響も大きいため，

休園の期間短縮・回避に向けた

• 検査の迅速化

• 検査対象の絞り込み

〇 高齢者施設

クラスター ６

〇 高齢者死亡者数 １１人

高齢者施設での早期発見・
重症化予防

• 定期的なＰＣＲ検査の実施（月２回）

• 医療支援チームの派遣
→ 抗体カクテル療法等を実施

１月～２月（２月１２日現在）

〇更なる感染防止対策の徹底 〇ワクチン接種の促進



（１） ３回目接種の前倒し
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ワクチン接種について

接種券発送時期 主な対象者 人数 （参考）２回目接種月

２０２１年 １１月～
２０２２年 １月

（発送済み）

医療従事者
高齢者施設入所者・従事者
高齢者（６５歳以上）

約９７，８００人
２０２１年
３月～７月１５日

２月１０日
（発送済み）

高齢者施設入所者・従事者
高齢者（６５歳以上）

約３８，１００人 ７月１６日～３１日

２月２８日
高齢者（６５歳以上）
一般（６４歳以下）

約８１，４００人 ８月

３月１５日 一般（６４歳以下） 約３１，０００人 ９月１日～１５日

３月３１日 一般（６４歳以下） 約２２，２００人 ９月１６日～３０日

接種券発送を早め，全体の接種を前倒し（最短６か月から接種可能）

保育施設従事者，教職員などのエッセンシャルワーカーや妊婦の早期接種に配慮



（２） ３回目接種の加速化
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全国で１日当たり１００万回の接種をめざす場合

① モデルナワクチン接種の促進 ② 個別接種の加速化

実現のためには

本市に必要な接種回数：３，６９０回／日

ワクチンの種類よりもスピードを優先して接種を！

（本市の現状）

接種回数：２，９７０回／日
２月の接種体制 計：８．３万回
個別接種：５．５万回，集団接種：１．９万回，

大規模接種：０．９万回

１日当たり
７２０回不足
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（３） 小児（５～１１歳以下）への新型コロナワクチン接種

〇 接種券発送 ： ３月当初（予定，国の通知を踏まえて決定）

〇 接 種 体 制 ： 個別接種（市内約３０医療機関）

集団接種（検討中）

〇 接 種 開 始 ： ３月上旬（予定，国の通知を踏まえて決定）

対象者にはオレンジ色の封筒で
接種券をお届け

※詳細が決まり次第，市ホームページやSNSでお知らせします。



安心と希望のための挑戦予算
～変化を確かな成果へ～
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2022年度（令和4年度）の位置付け
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2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度

福山みらい創造ビジョン ロードマップ（2021年度～2025年度）
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○三之丸町地区優良建築物等整備事業完了

○世界バラ会議福山大会の開催

○中央公園Park-PFI事業開始

○仙酔島活性化基本構想の策定

○フレイルチェックアプリの運用開始

○市民病院の増改築工事

○蔵王ポンプ場（手城川流域）完成

○次期ごみ処理施設完成

○（仮称）福山城保存活用プロジェクトNEXT400（福山城の利活用、二之丸西側上段石垣復元など）

○スポーツ施設の再編（庭球場、屋内水泳場）

○駅前広場整備基本方針の策定
○駅北口スクエア完成
○エフピコＲｉＭリニューアルオープン

○福山高等学校の部活動環境整備完了

○
公園遊具整備計画の策定 インクルーシブ遊具などの整備

○ Park-PFIの活用推進

○多様な働き方の創出（ワーケーションふくやま、兼業・副業による人材活用の推進）

○福山道路・福山沼隈道路整備促進

○福山ネウボラの強化
子ども家庭総合支援拠点設置 スマート保育の推進
あのね・えほんの国併設オープン ミニえほんの国 スタート インクルーシブ遊具などの整備（再掲）

○世界バラ会議 3か年集中対策（植栽デザイン計画に基づく環境整備、多言語対応などのMICE環境整備）

挑戦３ 人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築

挑戦１ 福山駅周辺の再生加速とグローバル都市の創造

挑戦２ 希望の子育てと寛容で健やかな社会の実現

挑戦４ 新たな価値を創出する人材育成と個性光る地域振興

○ＧＩＧＡスクール構想による教育の充実

○（仮称）子ども未来館整備
基本構想・基本計画策定 基本設計

挑戦５ 歴史・文化とスポーツによる新たな体験価値の創造

○（仮称）鞆町平地区ふれあい広場完成

○

○

○抜本的な浸水対策完了
（おおむね5年間集中実施）

○福山港ふ頭再編改良（箕沖）完了（国・県）

○福山北産業団地造成完了

○（仮称）加茂小学校・加茂中学校の開校
○市立小中学校の耐震化完了
○市立小中学校図書館整備完了
○（仮称）福山市立大学複合施設完成

○義務教育学校、イエナプラン教育校、特認校、
新市中央中学校の開校

○ 地域資源を活用した地域活性化
○市立大学法人化
○地域戦略の策定

○鞆町の山側トンネル整備完了（県）

○福山城築城400年
（天守外観復元、博物館リニューアルなど）

○（仮称）まちづくり支援拠点施設完成○（仮称）まちづくり支援拠点施設整備
基本構想・基本計画策定

○福山港ふ頭再編改良（箕島）完了 （国・県）

○鞆町町並み保存拠点施設完成
○鞆町東西交通・交流拠点整備
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2022年度（令和4年度）の位置付け

※施行者提供

福山城築城400年を迎える

安心と成長を支える都市基盤づくりの総仕上げに“つなぐ”年

おおむね５年間の抜本的な浸水対策 福山北産業団地の造成 三之丸町地区
優良建築物等整備事業

2022年（令和4年）8月に福山城は築城400年を迎えます。「福山」という
まちが誕生して400年という節目にあたり、これまでの福山の歩みを振り
返り、歴史・文化の価値や魅力を再認識し、磨き上げ、市内外に発信しま
す。そして、「城があるまち福山」を市民全体の誇りとしていきます。

2023年度（令和5年度）には、おおむね5年間の抜本的な浸水対策、市立小中学校の耐震化や図書館の整備、
福山北産業団地の造成、三之丸町地区優良建築物等整備事業などが完了し、まちの景色が大きく変わります。
新年度は、安心と成長を支えるこれらの都市基盤づくりの総仕上げにつなげていきます。

安心な暮らしと希望を実現

学校図書館の整備市立小中学校の耐震化

11



182

313

486

２

福山道路
事業化区間

特認校 開校 （2022年度）

12

鞆町の山側トンネル整備 完了（2023年度）

学校教育環境の整備
・市立小中学校の耐震化 完了（2023年度）
・市立小中学校図書館整備 完了（2023年度）

（仮称）福山市立大学複合施設 完成（2023年度）

福山北産業団地 造成完了（2023年度）

2021年（令和4年）12月現在2023年度 ～まちの景色が大きく変わる！～

福山駅周辺の再生

福山港ふ頭再編改良（箕島） 完了（2023年度）

抜本的な浸水対策 完了（2023年度）
・河川改修や排水機整備
・内水排除対策 など

・エフピコRiMリニューアルオープン（2022年度）

・駅北口スクエア 完成 （2022年度）

・三之丸町地区優良建築物等整備事業 完了（2023年度）

福山城築城400年 （2022年度）

・天守外観復元

・博物館リニューアル

・ライトアップ（天守等） など

施工イメージ

新市中央中学校 開校 （2022年度）

鞆町町並み保存拠点施設 完成（2022年度）

※駅北口スクエア（ばら花壇）のイメージ

※国土交通省提供

義務教育学校、
イエナプラン教育校
開校 （2022年度） ※鞆町町並み保存拠点施設（鞆てらす）のイメージ

（仮称）加茂小学校・加茂中学校 開校 （2023年度）



2022年度（令和4年度）予算の概要

13



過去最大の予算規模 一般会計予算 1,968億円

2022年度（令和4年度）予算のポイント

政策経費（重点政策）

325億円 16.5%

政策経費（その他）

214億円 10.9%
経常経費

（義務的経費を含む）
1,429億円 72.6%

政策経費（重点政策）

175億円 9.9%

政策経費（その他）

179億円 10.1%
経常経費

（義務的経費を含む）
1,413億円 80.0%

2022年度(令和4年度)
一般会計予算1,968億円
（対前年度＋201億円、＋11.4％）

2021年度(令和3年度)
一般会計予算1,767億円

重点政策への集中的な配分 一般会計 政策経費の約60％、約325億円
（2021年度：約50％、約175億円）

⚫ デジタル化の推進 約7億円⚫ 新型コロナウイルス感染症対策の強化約9億円

⚫ 都市魅力の創造 約228億円

⚫ 人口減少対策の強化 約38億円

① ３つの柱 ② ３つの柱を支える基盤

（2021年度 約8億円）

（2021年度 約105億円）

（2021年度 約19億円）

（2021年度 約5億円）

１ 福山城築城400年記念事業

２ 世界バラ会議福山大会に向けた都市環境整備3か年集中対策

３ 産業・地域・行政のデジタル化

取組を加速
約11億円

約4億円

約7億円

みらい創造特別枠 約22億円

14



令和３年度予算の概要

投資的経費の増 一般会計 総額の20.3％、約400億円
（2021年度：13.4％、約238億円）

〇ごみ処理施設建設（140億円） ○浸水対策（20億円） ○想青学園整備（23億円）

〇大学複合施設整備（9億円） ○ 西多治米保育所整備（9億円） など

減債基金の確保と活用

（過去最大の積立額）

効果的な運用により、公債費の増加による一般財源の負担の抑制に取り組むもの

将来にわたる健全な財政運営に向け、市債の償還に必要な財源を確保するとともに、

(2) 3月補正積立額 50億円（予定）

・当初予算繰入額：6億円（過去最大） 当初予算では2015年度以来、7年ぶりの繰入れ(1) 効果的な基金運用

・市債残高は2027年度をピークに減少するものの、公債費は増加していく見通し

総合体育館整備
2022年度から償還が本格化

ごみ処理施設建設
2024年度～2027年度にかけて
順次償還が開始

「安心」と「希望」の都市づくりの着実な推進

市民サービスの安定的な提供

公債費の増加要因 減債基金の効果的な運用

抑制

2011年度以来、10年ぶりの積立て（運用益金の積立てを除く）

15

増加

一般財源の
負担



効果額 約19億円

※○は歳出削減策、□は歳入確保策

視点１ デジタル化などによる行政の効率化 4億円

○ RPA、AIチャットボットの導入拡大
○ リモート会議の促進による職員旅費の削減
○ ペーパーレス化による事務費の節減
○ PDCAサイクルでの検証による事務事業の

見直し・廃止

視点２ 既存財産を活用した収入の拡大 7億円
□ネーミングライツを始めとした広告収入の拡大
□庁舎敷地などのスペースの有効活用

視点３ 民間活力の活用などによる公共サービスの再構築 8億円
○学校の水泳授業における民間等プールの活用拡大
○施設の民間移管・民間委託の推進
○公園外灯のLED化による省エネルギーへの取組

③ 総合的な財源確保

経常収支比率 84.5％ 2006年度以降の17年間で2番目に低い値（2021年度：84.8％）

実質公債費比率 0.6％ 指標を公開した2007年度以降の最低値、初の0％台（2021年度：1.3％）

将来負担比率 比率なし 2015年度から8年連続で「比率なし」

① 財政の弾力性の確保

② 財政の健全性の維持

持続可能な財政の確保

市民1人あたり市債残高 34.7万円
（2021年度：32.3万円）

臨時財政対策債の市債残高：14.4万円（2021年度：14.6万円）

その他の市債残高：20.3万円（2021年度：17.7万円）
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自動運転の社会実験について

（１）「まるごと実験都市ふくやま」の取組

先端技術の導入による社会課題の解決を目指す。

２０１７年度 自動運転

２０１８年度 自動運転 グリーンスローモビリティ など

２０１９年度 オンデマンド交通 電動キックボード など

２０２０年度 自動運転 健康増進アプリ 水位センサー など

２０２１年度 自動運転 ドローン 空飛ぶクルマ など

＜これまでの実証実験＞

高齢者の移動手段の確保や公共交通の維持に向け，
他都市に先駆けて，自動運転の実証実験を開始

県内初！

17



（２） 「第20回世界バラ会議福山大会2025」での
無人自動運転バス（レベル４相当）での運行をめざす！

無人自動運転サービスのイメージ

遠隔監視

事業年度 ２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５
２０２６～
２０３０

実
証
実
験

本
市
の
動
き

運
行
形
態

自
動
運
転

レ
ベ
ル

走
行
環
境

無
人
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

(

レ
ベ
ル
４)

の
実
装

世界バラ会議での運行候補ルートの調査・整備

その他ルートの調査・整備

遠隔監視による
自動運転バスを運行

運転席有人の自動運転バスを運行

一部、遠隔監視による無人自動運転バスを運行

レベル４相当

一部レベル４相当

レベル３相当

世
界
バ
ラ
会
議
で
の

無
人
自
動
運
転
バ
ス
の
運
行

国は，2025年を目途に，無人自動運転サービス(レベル4)を
実現することを目指している。
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（３）今年度は３月２２日～２４日に２つの実証実験を実施！

①市内中心部での自動運転(レベル３相当) ②遠隔監視による無人自動運転(レベル４を想定)

「みらい創造ゾーン」内を運行「エフピコアリーナふくやま⇔福山駅前バス乗り場」を運行

エフピコアリーナふくやま

福山駅前バス乗り場

国道2号線

走行ルート

みらい創造ゾーン
（東広場）

遠隔監視・操作

遠隔型自動運転
のイメージ

バス型車両では
中国・四国地方初！
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（４）「（仮称）福山市自動運転推進懇話会」を設置！

【委員（案）】

区分 企業名・団体名等

交通事業者

広島県タクシー協会東部支部

株式会社中国バス

株式会社井笠バスカンパニー

鞆鉄道株式会社

道路管理者
国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所

広島県東部建設事務所

学識経験者その他

群馬大学研究・産学連携推進機構次世代モビリティ社会実装研究センター

MONET Technologies株式会社

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

事務局 福山市

オブザーバー

国土交通省中国運輸局

広島県地域政策局交通対策担当，総務局デジタルトランスフォーメーション推進チーム

広島県警察福山東警察署
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